
2. 地震および地震動 1)  

2.1 地震の特徴 

平成 28 年熊本地震では二度に亘って震度 7 を記録

した．まず， 4 月 14 日に日奈久断層の北部を震源と

するマグニチュード6.5の前震とされる地震が発生し，

益城町で震度 7 の揺れを記録した．その際の震度分布

を図 2.1.1に示す．断層のタイプは右横ずれ断層で震

源の深さは 11km である．この地震の際には熊本県を

中心に震度 4 以上の揺れが観測されている．二日後の

4 月 16 日には布田川断層を震源とするマグニチュー

ド 7.3 の地震が発生し，益城町と西原村で再び震度 7

を記録した．断層のタイプは右横ずれ断層で震源の深

さは 12km である．その際の震度分布を図 2.1.2に示

す．本震の際には九州全域が震度 4 以上の揺れに見舞

われ大きく揺れたのがわかる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.1.1 前震の震度分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 2.1.2 本震の震度分布 

 
図 2.1.3に前震直後の研究室の状況を示す．場所は鉄

筋コンクリート造の 6 階建ての建物の 4 階であるが，

前震の段階では僅かに書籍が落下した程度であった．

しかし，図 2.1.4に示す本震直後は机上のコンピュー

タは机下に落下し，書架は傾き書籍は散乱するなど前

震に比べ明らかに大きな慣性力が作用したことがわ

かる． 

 

図 2.1.3 4 月 14 日の地震後の研究室の様子 

（○印の中はコンピュータ） 

 
図 2.1.4 4 月 16 日の地震後の研究室の様子 

（コンピュータは机から落下） 

 

今回の地震の特徴として余震の発生回数が観測史

上最大であることが挙げられる．また，大きな震度を

記録した余震が繰り返し発生したことも特徴である．

震度 5 弱以上で数えると 22 回，震度 6 弱以上で数え

ても 7 回も発生している．図 2.1.5に余震発生の状況

を示す．余震の発生回数は平成 29 年 1 月 19 日現在で

4229 回に達している． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.1.5 余震発生の状況 
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2.2 地震動の特徴 

今回の地震は兵庫県南部地震と同様に内陸の活断

層の活動によるものであり，兵庫県南部地震以降に整

備された強震観測網により膨大な量の観測記録が得

られている．熊本県内だけでも図 2.2.1に示すように 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2.2.1 熊本県内の観測地点 

 
防災科学技術研究所が設置した観測点が 39 地点存在

する． 

ここではその中でKiK-netの益城で得られた地観測

記録に基づきその強さに関して考察する．まず，14

日の前震では図 2.2.2 に示すように益城町の地表面

で南北方向で 760gal，東西方向で 925gal，上下方向で

1399gal の加速度が記録された． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2.2.2 4 月 14 日の地震で観測された加速度

（KiK-net 益城） 

また図 2.2.3 に示すようにその時の速度は南北方

向で 77kine，東西方向で 91kine，上下方向で 57kine

である．前震の段階で水平方向で 1000gal 近い加速度

と 100kine近い速度を記録する構造物にとっては非常

に厳しい地震動であった． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2.3 4 月 14 日の地震加速度より得られた速度

（KiK-net 益城） 

(High Pass Filter 0.05Hz) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 2.2.4 4 月 16 日の地震で観測された加速度

（KiK-net 益城） 
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16 日の本震では図 2.2.4 に示すように南北方向で

653gal，東西方向で 1157gal，上下方向で 873gal の加

速度が記録された．その時の速度は図 2.2.5に示すよ

うに南北方向で 87kine，東西方向で 127kine，上下方

向で 50kine である．本震では水平方向で 1000gal を上

回る加速度と 100kineを超える速度が記録されており，

兵庫県南部地震で観測された地震動に匹敵する強さ

と考えられる． 

 
図2.2.5 4月16日の地震の加速度より得られた速度

（KiK-net 益城） 

(High Pass Filter 0.05Hz) 

  
兵庫県南部地震で観測された中山手の加速度記録

と益城の加速度記録から算出した加速度応答スペク

トルおよび速度応答スペクトルを比較して図 2.2.6

および図 2.2.7に示す．図 2.2.6中には道路橋示方書

耐震設計編のレベル 2 地震動タイプⅡの各地盤におけ

る標準加速度応答スペクトルを併せて示した．図から

わかるように益城で観測された地震動は長周期領域

では道路橋示方書の標準加速度応答スペクトルをや

や下回るものの 1 秒程度まではほぼ同程度のスペク

トル強度を有し，中山手の記録とも同程度である．速

度応答スペクトルに関しても中山手の記録とほぼ同

程度のスペクトル強度を有している．図 2.2.8および

図 2.2.9には長周期成分に着目した速度応答スペク

トルの比較を示す．図より東西方向では一宮の記録が

周期 3 秒から 4 秒程度で卓越している．東西方向でも

一宮の記録は周期 3 秒から 4 秒程度で卓越している．

特筆すべきは西原の記録が長周期領域全体に亘って

大きなスペクトル強度を示している点である． 

 

 

図 2.2.6 加速度応答スペクトルの比較 

 

 
図 2.2.7 速度応答スペクトルの比較 

 
 

 

図2.2.8 速度応答スペクトル(NS方向) 

 
 

-150

-100

-50

0

50

100

150

0 5 10 15 20 25 30

V
e
lo

c
it
y

（
k
in

e
）

Time （sec）

KMMH16/2016/04/16/01:25/NS----------Max = 86.5(kine)

-150

-100

-50

0

50

100

150

0 5 10 15 20 25 30

V
e
lo

ci
ty

（
k
in

e
）

Time （sec）

KMMH16/2016/04/16/01:25/EW---------Max = 127.1(kine)

-150

-100

-50

0

50

100

150

0 5 10 15 20 25 30

V
e
lo

c
it
y

（
k
in

e
）

Time （sec）

KMMH16/2016/04/16/01:25/UD----------Max = 50.4(kine)

1

100

10000

0.1 1 10

加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル

(g
al

)

周期(s)

Ⅰ種

Ⅱ種

Ⅲ種

益城EW
益城NS
中山手EW
中山手NS

1

10

100

1000

0.1 1 10

速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル

(k
in

e)

周期(s)

益城EW
益城NS
中山手EW
中山手NS

1

10

100

1000

0.1 1 10

速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル

(k
in

e)

周期(s)

益城 宇土 熊本

菊池 大津 豊野

一の宮 西原

2.地震および地震動

11



 

図2.2.9 速度応答スペクトル(EW方向) 
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